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「失格がなかったのは良かったで
すが、三つほど感じたことがあり
ます。一つめは少壮コンクールと
しては幼稚な吟が多かったこと。
大人らしくしっかりこぶしを回して
ほしい。二つめはもっと詩心表現
に力を注いで頂きたいということ。
もう一つは態度など舞台マナー。
詩文のメモは肘を上げずに、体
と一体になるように自然に持ち、
もう一方の手も不自然にならな
いように。２分間自分を演出する
ことに注力してほしいです」

審査委員長講評
徳田寿風審査委員長

コンクール形式の大会としては今年度が最後。次年度からは研修を含めた審
査会形式で実施される

少壮コンクールと言えば会場は笹川記念会
館と決まっていたが、同会館が改修工事中の
ため、新橋駅から徒歩５分、550人収容のニッ
ショーホールで開催された

50回目の節目の大会で見事入
選を果たし、表彰される９名の吟
士。うち４名は３回目の入選で、
律詩による特別審査にも合格し
て少壮吟士候補となった

「全体の結果としては非常に良
くなかった。上手なはずの人
が、緊張のためかお腹に力が
入らず失敗している。緊張して
いる時は「何とかしないと」と
思わずに、むしろ「あきらめる」
ことが大切。「入選は無理そう
だから失格しなければいいや」
と目標を低く設定する。そうす
ると肩の力が抜けてうまく行っ
たりします。一度試してみてく
ださい」

審査委員講評
河野正明審査委員

 

「
全
国
の
少
壮
吟
詠
家
の
日
ご
ろ
の
研

鑽
を
競
う
場
と
す
る
と
同
時
に
、す
ぐ

れ
た
少
壮
吟
詠
家
選
出
の
公
の
場
と
し
、

吟
詠
の
芸
術
的
向
上
を
図
り
、あ
わ
せ

て
吟
剣
詩
舞
道
の
普
及
振
興
に
資
す
る

こ
と
」を
目
的
と
し
て
、昭
和
47
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
全
国
少
壮
吟
詠
家
審
査
コ

ン
ク
ー
ル
。

 「
少
壮
コ
ン
ク
ー
ル
」の
通
称
で
親
し
ま
れ
、

「
私
の
時
代
に
は
全
国
各
地
で
予
選
が
開

日
時：令
和
５
年
３
月
12
日（
日
）

場
所：東
京・ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

主
催：（
公
財
）日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会

最
後
の「
少
壮
コ
ン
ク
ー
ル
」で

４
人
の
少
壮
吟
士
候
補
が
誕
生

日
本
財
団
助
成
事
業　

第
50
回
全
国
少
壮
吟
詠
家
審
査
コ
ン
ク
ー
ル
決
選
大
会

吟
界
の
最
高
峰
、少
壮
吟
士
。全
国
で
50
人
ほ
ど
の
少
壮
吟
士
は
、こ
れ
ま
で
地
方
予
選
を
勝
ち
上
がった
う
え
で「
全
国
少
壮
吟
詠
家

審
査
コン
ク
ー
ル（
少
壮
コン
ク
ー
ル
）」に
て
３
回
入
選
。さ
ら
に
律
詩
に
よ
る
特
別
審
査
に
も
合
格
し
て
初
め
て
そ
の
称
号
が
与
え
ら
れ
る
と

い
う
、狭
き
門
を
通
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
昨
今
の
吟
詠
人
口
の
減
少
に
伴
い
、地
方
予
選
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

と
な
り
、次
年
度
か
ら
は
開
催
の
形
式
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
。コン
ク
ー
ル
形
式
と
し
て
は
50
年
の
歴
史
に
終
止
符
を
打
つ
最
後
の
大
会
。

そ
の
区
切
り
の
年
に
か
け
た
４
人
が
晴
れ
て
少
壮
吟
士
候
補
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ず
で
は
な
い
人
も
い
た
」（
河
野
正
明
審

査
委
員
）と
い
う
こ
と
に
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
日
本
吟
剣
詩
舞
振

興
会
で
は
、令
和
５
年
度
か
ら
は
従
来
の

コ
ン
ク
ー
ル
形
式
を
や
め
、研
修
を
含
め

た
審
査
会
形
式（「
全
国
少
壮
吟
詠
家
選

考
審
査
会
」）に
移
行
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た（
４
月
号
24
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

第
50
回
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の

年
が
最
終
回
と
な
っ
た「
少
壮
コ
ン
ク
ー

ル
」。し
か
し
今
回
ま
で
の
入
選
の
実
績
は
、

来
年
度
以
降
の
審
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
こ
れ
ま
で
全
国
吟
詠
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
勝
を
果
た
し
た
吟
詠
家
数

人
が
初
め
て
少
壮
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
。

第
１
回
目
の
入
選
を
果
た
し
た
５
人
の

う
ち
、吟
詠
ス
ー
パ
ー
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

で
も
あ
っ
た
井
戸
隆
裕
さ
ん
は
幼
年
・
少

年
・
青
年
の
部
、荒
﨑
有
紀
江
さ
ん
は
青

年
と
一
般
一
部
、綿
谷
未
由
子
さ
ん
は
幼

年
か
ら
一
般
一
部
ま
で
す
べ
て
の
部
門
で

優
勝
経
験
あ
り
。
３
人
と
も
初
出
場
に

て
最
後
の
少
壮
コ
ン
ク
ー
ル
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
貢
献
し
ま
し
た
。

催
さ
れ
、決
選
大
会
に
は
１
５
０
人
く
ら

い
が
出
吟
し
た
」（
徳
田
寿
風
審
査
委
員

長
）と
い
う
ま
さ
に
憧
れ
の
大
会
で
し
た
。

　

し
か
し
今
回
予
選
が
で
き
た
の
は
東

日
本
と
九
州
の
み
。
他
は
出
吟
者
が
少

な
く
て
推
薦
で
の
出
場
と
な
り
、決
選

大
会
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
の
は
67
名
、う

ち
９
人
が
欠
場
し
て
出
吟
者
は
58
名
と

な
り
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と「
全
体
に
レ

ベ
ル
が
低
く
、全
国
大
会
に
出
て
く
る
は
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晴れて少壮吟士候補となった４人。左から野上孝時、榮
葉子、西岡佐智世、恒成育香各少壮吟士候補

「この（表彰式の）場にいることが信じられない気持ち
です。父が詩吟をしていた関係で小学４年生の時から
始め、全国コンクールでは平成22年度に青年の部で
優勝しました。少壮コンクールは42回大会で入選した
後、子供を出産したので５、６年出場せず、一昨年に出
て２回目入選しました。昨年は入選できなかったので
とてもうれしいです。『従軍行』　が当たった時は、強
吟が好きなので「やった！」と思いました（笑）。聴いて
いる方に感動していただけるような、詩心を届けられ
るような吟士になりたいと思います」

「子供の時から詩吟を始めて、第一期少壮吟士の奥
薗緑水先生に師事しましたので、先生と同じ少壮吟士
の候補になれて非常にうれしいです。全国コンクール
では少年、青年、一般一部で優勝しましたが、家庭の
事情等で少壮コンクールに出たのは40代半ばになっ
てからです。12月にコロナになって声が出なくなり、エ
ントリーの時に不安になって８本から７本にしましたが、
大好きな『大楠公』でも声が出て良かったです。得意
不得意ではなくどんな吟でも詠えるように、マルチに
何でも詠えるように頑張っていきたいです」

「43回、44回で連続入選しましたけど、その後教育の
管理職試験を受けて教頭・校長として忙しくなるととも
に、コロナ禍のために出場できなくなってしまいました。
県外に出られるという状況ではなくなりまして。１月で
55歳になって来年までしか出られなかったのですが、
節目の50回大会で大きな賞をいただいて感無量です。
吟題は両方とも月が付いていて、まさにツキがある感
じでした（笑）。先輩の少壮吟士の方たちにいろいろ
学びながら、日本の良さを表せるような、詩心をしっか
り表現できる吟士を目指して頑張りたいです」

「15年くらいかかってしまいましたが、周りの皆さんに何
とか顔向けできてひと安心です。第47回の律詩では
気持ちよくなって詩文を見ずに詠っていたら詰まってし
まいました。今回は同じ失敗をしないように気をつけま
したが、『酒に対す』はかなり普通に詠ってしまったの
で、律詩は感情込めて詠うように心がけました。教師
をしている関係でコロナ禍ではコンクールに出られな
かったのですが、久々の舞台でいい結果になってうれ
しいです。これからは何か人にないものを持って、自
分らしい良さを表現したいと思います」

特
別
審
査
に
臨
ん
だ
５
人
中
４
人
が
合
格

１
回
入
選

３
回
入
選
少
壮
吟
士
候
補
者

　
１
回
目（
下
の
５
名
）と
２
回
目（
今
回

は
該
当
者
な
し
）の
入
選
者
が
発
表
さ
れ

た
あ
と
、い
よ
い
よ
特
別
審
査
者
の
発
表
。

　

今
大
会
に
は
こ
れ
ま
で
少
壮
コ
ン
ク
ー

ル
で
２
回
入
選
を
果
た
し
、王
手
を
か
け

て
い
た
７
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。１
人
が
欠

席
し
て
６
人
が
出
吟
し
ま
し
た
が
、う
ち

５
人
が
上
位
10
位
以
内
と
な
り
、特
別

審
査
に
出
場
す
る
こ
と
に
。

　

す
ぐ
に
特
別
審
査
用
の
律
詩
の
抽
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、課
題
吟
は
五
題
な

の
で
、全
員
違
う
律
詩
が
振
り
分
け
ら
れ

ま
す
。

　
か
つ
て
特
別
審
査
ま
で
来
る
と
失
格
に

な
ら
な
い
限
り
大
丈
夫
と
い
う
雰
囲
気

も
あ
り
ま
し
た
が
、第
47
回
大
会
で
は
７

人
中
４
名
が
、失
格
で
は
な
い
も
の
の
少

壮
吟
士
候
補
に
選
出
さ
れ
な
い
と
い
う
厳

し
い
結
果
に
。

　

そ
の
た
め
５
人
と
も
気
を
抜
く
こ
と

な
く
吟
じ
ま
し
た
が
、そ
の
緊
張
感
の
た

め
か『
帰
省
』に
挑
戦
し
た
平
野
千
草
さ

ん
が
序
盤
に
絶
句
。一
般
審
査
を
含
め
て

唯
一の
失
格
者
と
な
り
、第
47
回
大
会
に

続
き
、ま
た
も
特
別
審
査
で
涙
を
飲
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

野
上
孝
時
さ
ん
も
第
47
回
大
会
の
特

別
審
査
で
落
選
し
た
一
人
。「
詩
文
を
見

な
く
て
詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、同
じ

失
敗
を
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
た
」と

今
回
は
見
事
に
詠
い
切
り
ま
す
。

　

最
終
審
査
委
員
会
議
後
の
審
査
結
果

発
表
で
は
、失
格
し
な
か
っ
た
４
人
が
合

格
。
晴
れ
て
少
壮
吟
士
候
補
と
な
る
栄

誉
を
う
け
た
４
人
と
、１
回
目
入
選
を
し

て
来
年
度
以
降
の
少
壮
吟
士
審
査
会
に

か
け
る
５
人
が
晴
れ
や
か
な
表
情
で
賞
状

を
受
け
取
り
、最
後
の
少
壮
コ
ン
ク
ー
ル

の
幕
が
降
り
ま
し
た
。

淡
窓
伝
光
霊
流
臼
杵
詩
道
会

吉
田
あ
ゆ
み（
大
分
）

『
豊
公
の
旧
宅
に
寄
題
す
』

吟
道
関
心
流
三
重
県
本
部	

綿
谷
未
由
子（
三
重
）

『
越
中
覧
古
』

日
本
詩
吟
学
院
岳
智
会

阿
部
香
織（
東
京
）

『
芳
野
に
遊
ぶ
』

詩
道
楠
水
吟
詠
会

井
戸
隆
裕（
大
阪
）

『
海
南
行
』　

淡
窓
伝
光
霊
流
中
津
詩
道
会

恒
成
育
香（
大
分
）　

『
従
軍
行
』（
乾
隆
帝
）

特
別
審
査『
九
月
十
五
夜
』（
菅
原
道
真
）

緑
崇
流
吟
道
緑
水
吟
詠
会

西
岡
佐
智
世（
大
阪
）　

『
中
秋
月
を
望
む
』（
王
建
）

特
別
審
査『
大
楠
公
』（
河
野
天
籟
）

日
本
詩
吟
学
院
岳
陽
会

榮 

葉
子（
沖
縄
）　

『
中
秋
月
を
望
む
』（
王
建
）

特
別
審
査『
山
中
の
月
』（
真
山
民
）

吟
亮
流
吟
風
会
雪
朋
支
部

野
上
孝
時（
栃
木
）　

『
酒
に
対
す
』（
白
居
易
）

特
別
審
査『
筑
前
城
下
の
作
』（
広
瀬
淡
窓
）

紫
虹
流
吟
剣
詩
舞
道
会

荒
﨑
有
紀
江（
神
奈
川
）

『
絶
命
の
詞
』

喜
び
の
声


